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組織のブラッシュアップによる
マグネットホスピタルの確立

○マックシール巽病院 江川 民子

百武整形外科病院 上村 あゆみ

大久野病院 岸下 結花

関東脳神経外科病院 栗原 典子

平成立石病院 佐藤 知子

武蔵野陽和会病院 辻村 淑子

2017年9月9日
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・看護師を磁石のように引き付ける魅力的な病院

・優れたスタッフナースを引き寄せ、高定着率を維
持し、一貫して質の高いケアを提供している看護
組織

手直し＝洗練させレベルアップする

マグネットホスピタル

ブラッシュアップ
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病院を取り巻く社会環境（環境分析）

紹介会社を経由しての雇用が
多数を占める

魅力ある教育支援体制が必要

チーム医療の充実

ネームバリューのある病院に
看護師が集まる

ワークライフバランスへの
配慮が求められる

診療報酬の改定
地域医療構想計画再編

患者が病院を選ぶ時代

ホスピタリティや医療・看護の
専門性が求められる

少子高齢化

消費増税・物価高騰
所得動向の変化

外部環境 内部環境
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スキルアップ目的で退職してしまう

保育施設がないため出産を機に退職
職場復帰したくても早期復帰できない

組織体制や自分のやりたい看護との
温度差を感じる

看護学校卒業後
他病院施設に就職してしまう

自力でのエントリーが少なく
紹介業者に雇用を頼っている

やりがいをもった看護師が
長く働きつづけられる職場である

育児と仕事が
両立できる組織である

組織のビジョンとミッションを共有できる

当院での就労継続を望み、安心して個
別教育支援を受けられる組織である

現状の問題 目指す姿

紹介業者に頼らず、看護師自ら働
きたいと希望する病院になっている
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＜K病院・中小規模のモデル地域医療機関＞40床 10：1 
2015年第1回日本サービス大賞優秀賞受賞

「職員全員経営」との方針に基づく職員の自律意識と徹底した従業員満足
「ホスピタリティ教育」をベースに患者満足向上に向けたサービス改善

「第1の顧客を職員」においた経営方針・職員にとって価値ある病院を目指す

従業員満足
患者満足

ビジョン・ミッション発信と浸透
スキルアップ

協働

＜F病院＞ 460床 7：1 ISO9001認証
「2011年ワーク・ライフ・バランス大賞 優秀賞受賞」

「女性医師・すべての医療従事者にやさしい病院」認定取得
「病院の差は中で働いている職員の差である」
＜看護離職率2006年9.8％⇒2010年5.8％＞

医療従事者満足度向上活動
ワークライフバランス

キャリア・スキルアップ支援
地域密着活動
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マグネットホスピタルを実現するためのテーマと取り組み

１・教育支援体制の構築 役割モデルとなる看護師の育成

２・WLB支援 保育施設の完備やWLBに考慮した勤務体制をつくる

３・チーム医療の促進 看護師が看護に専念できる環境づくり

４・職員間の連携 生産性が上がる組織づくり

５・経営の安定と改善 組織の理念・方針・役割課題の共有

６・雇用・広報活動 病院・看護部の取り組みや職場環境についての広報活動
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マグネットホスピタル

教育支援体制の構築

ワークライフバランス支援

雇用・広報活動

経営の安定と改善

チーム医療の促進

職員間の連携

テーマ
役割モデルとなる看護師の育成と
看護師の定着・確保

医療法人啓清会 関東脳神経外科病院
栗原典子
埼玉県熊谷市
一般病床（急性期） 101床
回復期リハビリテーション病床 48床
平均在院日数（一般病棟） 17日
病床稼働率 94％
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看護学生

の勤務・

奨学金制

度見直し

精神的支
援（心理相
談員配置）

教育プロ
グラムの
見直し

看護師
キャリア
アップ

支援

看護部

教育予算
の計上

病院全体
での支援

教育支援体制の構築
関東脳神経外科病院 栗原典子
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【うまくいっている事】

教育支援体制への取り組み現在の状態

【うまくいっていない事】

何故？

・看護学生の勤務体系や奨学金制度の
見直しが行われた

・キャリア、能力別教育プログラムの立
案ができた
・外部講師を招きスキルアップ目的での
研修を開催している

・組織の役割を認識し、看護実践の手
本・見本となる役割モデルをとれる看護
師の育成ができていない
・外部研修への参加が少ない
・認定看護師取得希望者がいない

・看護職員にキャリアアップ支援体制
の周知が十分にできなかった

・病院全体での支援体制構築に時間
がかかる（教育予算計上など）

・看護師確保、定着のために看護
師キャリアアップ支援が必要である
ことを病院理事会にて説明し理解
を得られた
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マグネットホスピタル

教育支援体制の構築

ワークライフバランス支援

雇用・広報活動

経営の安定と改善

チーム医療の促進

職員間の連携
百武整形外科病院
上村あゆみ
佐賀県 佐賀市
整形外科単科病院 1病棟45床
一般病床 25床 包括ケア病床 20床
平均在院日数 15日
病床稼働率 85.6％

テーマ
保育施設の完備やWLBに考慮した
勤務体制をつくる
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ワークライフバランス支援 百武整形外科病院 上村あゆみ

課題

設計

の説明

経営戦略
としての
トップメッ
セージの
周知

各部署
チームの
立ち上げ

実態調査
（アン

ケート・ヒ
ヤリング）

課題抽出
と

解決策の

策定

実施→

評価→

修正
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【うまくいっている事】

・問題点の抽出や工夫点など、子育て
スタッフから積極的に意見交換が出
来ている

WLB支援への取り組み現在の状態

【うまくいっていない事】

・多様な勤務体制（時短）の業務・給与
形態及び、整備が出来ていない
・人事評価の見直しが出来ていない

何故？

・効率化することの期待感が
あり改善に対して意識が高
い

・仕組みの情報・共有不足
・課題修正によって、取り組み対
応時期が、年度スタートまでに
間に合わなかった
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マグネットホスピタル

教育支援体制の構築

ワークライフバランス支援

雇用・広報活動

経営の安定と改善

チーム医療の促進

職員間の連携

テーマ
看護師が看護に専念できる環境づくり
（チーム医療の促進）

武蔵野陽和会病院 辻村 淑子
東京都武蔵野市
急性期病棟:53床
回復期リハビリ病棟：50床
在院日数：14日（急性期）
70日（回復期）
ベッド稼働率：平均88.4%
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退院

調整

退院

調整

シートの

活用

業務の

見直し

看護に

専念

できる

環境

づくり

在宅

支援

活動

診療報酬

改定加算

の追加

リーダー

シップ

養成

チーム医療の促進 武蔵野陽和会病院 辻村淑子
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【うまくいっている事】

・他職種協働カンファレンス
内科・整形・排尿・リハビリ
医師・看護師・薬剤師・栄養士
リハビリ・MSW・他
・在宅支援活動

チーム医療への取り組み現在の状態

【うまくいっていない事】

・委員会活動で進行管理をしているが
リーダー養成まで至っていない
・誰が、どのように、という場面で目標
設定に対し指導をしているが責任の
所在があいまい

何故？

・各職種で話し合いを定期的に
することで業務の整理ができた
・訪問診療会議での意見交換が
活発

・各部署の責任者と職員間での
ギャップがある
・各部署の責任業務を担う職員が
カンファレンスに参加
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マグネットホスピタル

教育支援体制の構築

ワークライフバランス支援

雇用・広報活動

経営の安定と改善

チーム医療の促進

職員間の連携

テーマ
生産性が上がる組織つくり

マックシール巽病院 江川 民子
大阪府池田市
一般急性期病院75床
平均在院日数：16日
病床稼働率：90％
平成28年12月に国際評価基準（ＪＣＩ）
認定取得
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職員間の連携 マックシール巽病院 江川民子

病院

幹部へ

計画

説明

チーム

づくり

アンケート

調査

ヒヤリング

問題点

解決策

の共有

外部

研修

参加

経営塾

年間企
画策定

目標管理

支援

（立案

・評価）
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【うまくいっている事】

・事務職員の問題点の共有
・チーム編成
・事務職員全員のヒヤリング
・問題点の抽出
・今後の対策、年間スケジュールの
立案

職員間の連携への取り組み現在までの状態

【うまくいっていない事】

・アンケート調査は実施できなかった
・外部研修の参加

何故？

経営陣の協力が得られた事
★理事長や事務長を含む病院幹
部と共通認識が得られた。

★共有した問題は即時的、緊急的
に取り組む必要があった。

★経営的な視点より管理者として
の資質が育成されていないこと
が明確となった。
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マグネットホスピタル

教育支援体制の構築

ワークライフバランス支援

雇用・広報活動

経営の安定と改善

チーム医療の促進

職員間の連携

テーマ

患者ケアサービス品質管理による
病床稼働率の維持

～患者を吸い寄せ経営が安定する～

医療法人財団利定会 大久野病院
岸下結花
東京都西多摩郡日の出町
ＩＳＯ9001認証取得：病床稼働率88％
回復期リハビリ病棟：50床
医療療養病棟：50床
介護療養医療病棟：58床
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ビジョン
ミッション
可視化

ケア品質
指標策定
と管理

ＷＧ

研修参加
と伝達

ＣＳ・ＥＳ調査

↓↑

病床稼働

外来数との

分析

内部監査

↓

品質・

指標管理
支援

収支管理

経営の安定と改善 大久野病院 岸下結花
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【うまくいっている事】
・ビジョンとミッションの可視化
・指標策定への取り組み
・ＣＳ調査の定期化
・内部監査員増員

経営の安定への取り組み現在の状態

【うまくいっていない事】
・ＷＧによる研修参加と伝達
・ＥＳ調査
・全部門での管理目標
・指標管理の支援
・収支管理

何故？
・口頭と文書によるビジョン発信増加
・品質推進部の活動が活発化
・患者サービス向上委員会の活発化

・研修参加と伝達時間がない
・ＥＳ調査が行われていない

・管理目標の為の教育体制が不足し
ている
・指標の適正を判断している途中
・指標の評価が行われていない

22

マグネットホスピタル

教育支援体制の構築

ワークライフバランス支援

雇用・広報活動

経営の安定と改善

チーム医療の促進

職員間の連携

テーマ
病院・看護部の取り組みや
職場環境についての広報活動

平成立石病院 佐藤 知子
東京都葛飾区
急性期病院 203床
平均在院日数 14日
病床稼働率 95%
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インナー

ブランディング

入職者

ｱﾝｹｰﾄ

実施

ｱﾝｹｰﾄ

から
改善点

を見出す

雇用・広報活動 平成立石病院 佐藤知子

ﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞ
刷新

適宜
更新

学校訪問
ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ送付
病院見学会
就職フェア
復職支援研修

雇用活動に
職員全員で
取り組む
体制構築
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【うまくいっている事】

・インナーブランディング
・入職者アンケート実施
・ホームページ掲載の素案作成
・面接者、入職者対応見直し
・資料請求⇒病院見学

雇用・広報活動への取り組み現在の状態

【うまくいっていない事】

・ホームページの刷新が６月の時点で
院内での打ち合わせ段階であり、業
者依頼ができていない

何故？

・看護部の方針を師長・主任に周知
ができた
・ボトムアップ体制が進んだ
・「職場がみえる」資料を追加

・金銭的問題、グループ病院内で
の統一性等の問題から決定まで
に時間がかかる
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みんなが集まる
マグネットホスピタル！！

≪効果≫

職員満足度向上
組織力の強化

患者サービスの質向上
求人しなくても集まる

雇用人件費が縮小できる

≪特徴≫

職員が辞めない病院
ＥＳ：職員満足度の向上
帰属意識の向上
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